
国庫支出金

【長建国保の財源（予算規模）】

44％

繰越金他 3％

国民健康保険料
40％

基金繰入金 8％
前期高齢者交付金

5％

〇〇工務店 TEL 000-000-0000

〇〇工務店へ〇〇工務店へ〇〇工務店へ

A タイプ B タイプ

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
を
受
け

私
達
建
設
長
崎
の
仲
間
が
加

入
す
る
長
建
国
保
（
建
設
国

保
）
は
、
建
設
労
働
者
職
人
と

そ
の
家
族
の
生
命
と
健
康
を
守

る
医
療
保
険
で
す
。
病
気
で
仕

事
を
休
ん
だ
時
、
安
心
し
て
医

療
を
受
け
た
い
と
い
う
仲
間
の

願
い
か
ら
、
市
町
村
国
保
に
は

な
い
傷
病
手
当
金
や
療
養
付
加

金
（
償
還
払
い
）
な
ど
独
自
の

給
付
を
つ
く
り
な
が
ら
仲
間
の

「
命
の
綱
」
と
し
て
暮
ら
し
を

守
っ
て
い
ま
す
。

建
設
職
人
は
身
体
が
資
本
で

す
。
病
気
に
か
か
れ
ば
収
入
が

減
り
ま
す
。
長
建
国
保
は
、
仲

間
や
家
族
の
健
康
を
守
る
た
め
、

病
気
等
の
早
期
発
見
・
早
期
治

療
を
め
ざ
し
、
特
定
健
診
・
特

定
保
健
指
導
の
取
り
組
み
を
は

じ
め
人
間
ド
ッ
ク
や
肺
が
ん
検

診
等
の
受
診
促
進
に
も
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。

建
設
国
保
の
運
営
に
は

補
助
金
確
保
は
不
可
欠

建
設
国
保
の
財
源
は
、
協
会

け
ん
ぽ
等
の
被
用
者
保
険
の
よ

う
に
事
業
所
か
ら
の
保
険
料
負

担
（
折
半
負
担
）
は
な
く
、
加

入
者
の
保
険
料
と
国
か
ら
の
補

助
金
で
運
営
し
て
い
ま
す
。
こ

の
補
助
金
が
大
き
く
削
減
さ
れ

る
こ
と
に
な
る
と
保
険
料
（
生

活
費
）
の
負
担
増
に
つ
な
が
り

ま
す
。

そ
の
た
め
国
か
ら
の
補
助
金

は
と
て
も
重
要
で
、
全
国
の
仲

間
と
共
に
協
力
し
て
財
務
省
や

厚
生
労
働
省
へ
の
ハ
ガ
キ
要
請

や
地
元
国
会
議
員
へ
の
要
請
を

行
い
、
補
助
金
確
保
に
向
け
た

運
動
を
展
開
す
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。

ハ
ガ
キ
要
請
が

必
要
な
の
は
？

国
保
組
合
の
財
政
は
、
補
助

金
と
保
険
料
で
賄
わ
れ
て
い
ま

す
。
補
助
金
の
確
保
が
思
う
よ

う
に
な
ら
な
い
場
合
に
は
保
険

料
に
直
接
影
響
し
て
し
ま
い
ま

す
。
そ
こ
で
、
私
た
ち
は
、
国

に
対
し
て
自
分
た
ち
の
思
い
を

直
接
「
手
書
き
」
で
訴
え
る
ハ

ガ
キ
要
請
を
行
っ
て
い
ま
す
。

全
国
の
仲
間
が
直
接
届
け
る
ハ

ガ
キ
は
、
財
務
省
や
厚
生
労
働

省
の
職
員
が
要
請
内
容
を
一
枚

一
枚
確
認
し
て
い
ま
す
。
夏
と

秋
の
厚
生
労
働
省
要
請
の
中
で
、

国
保
組
合
を
所
管
す
る
国
保
課

長
が
、『
手
書
き
で
皆
様
の
切

実
な
思
い
を
背
景
に
財
務
当
局

と
の
交
渉
を
頑
張
っ
て
い
き
た

い
。』
と
心
に
響
い
た
ハ
ガ
キ

を
紹
介
。ま
た
課
長
補
佐
も『
こ

の
ハ
ガ
キ
要
請
に
つ
い
て
は
全

建
総
連
の
諸
要
求
と
同
時
に
私

達
を
後
押
し
し
て
く
れ
て
い
る

こ
と
を
痛
感
し
た
。皆
様
の「
命

の
綱
」
を
支
え
る
思
い
で
財
政

当
局
と
の
交
渉
に
あ
た
っ
て
い

き
た
い
。』
と
述
べ
要
請
に
際

し
て
効
果
的
な
取
り
組
み
と
し

て
大
き
な
力
と
な
っ
て
い
ま
す
。

仲
間
の
大
衆
行
動

「
ハ
ガ
キ
要
請
行
動
」が

補
助
金
確
保
の
大
き
な
力
に

社
会
保
障
全
般
を
守
る
こ
と

は
国
保
組
合
を
守
る
こ
と
に
つ

な
が
り
ま
す
。
国
保
組
合
を
守

り
、
発
展
さ
せ
る
こ
と
が
組
合

の
組
織
拡
大
に
大
き
な
力
を
発

揮
し
、
組
織
が
拡
大
さ
れ
れ
ば
、

組
合
が
抱
え
る
様
々
な
課
題
や

諸
要
求
実
現
に
向
け
て
大
き
な

成
果
も
期
待
さ
れ
ま
す
。

長
建
国
保
に
加
入
す
る
皆
様
、

そ
し
て
加
入
し
て
い
な
い
仲
間

の
皆
様
に
も
組
合
運
動
そ
し
て

今
後
の
ハ
ガ
キ
要
請
行
動
に
も

ぜ
ひ
お
力
を
お
貸
し
下
さ
い
。

今
年
も
五
月
〜
七
月
初
旬
に
か

け
て
厚
生
労
働
省
に
対
す
る
ハ

ガ
キ
要
請
行
動
を
実
施
す
る
予

定
で
す
。
昨
年
同
様
、
仲
間
の

皆
様
の
力
強
い
ご
支
援
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

―
組
合
の
各
種
行
事
が
中
止
に
―

皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、

日
頃
よ
り
組
合
の
諸
活
動
に
ご

協
力
を
賜
り
心
よ
り
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感

染
拡
大
が
、
全
世
界
に
広
が
り
、

国
内
に
お
い
て
も
全
都
道
府
県

に
緊
急
事
態
宣
言
が
発
令
さ
れ

る
な
ど
自
粛
社
会
の
中
、
経
済

活
動
に
お
い
て
も
今
ま
で
経
験

し
た
こ
と
の
な
い
深
刻
な
影
響

が
出
て
い
ま
す
。

建
設
長
崎
に
お
い
て
も
、
こ

う
し
た
国
、
県
の
動
き
を
受
け

て
4
月
に
計
画
を
し
て
お
り
ま

し
た
、「
仕
事
と
賃
金
確
保
、

組
織
拡
大
総
決
起
集
会
」
を
は

じ
め
、
ス
ポ
ー
ツ
大
会
や
各
種

会
議
な
ど
中
止
せ
ざ
る
を
得
ま

せ
ん
で
し
た
。

建
設
現
場
に
お
い
て
も
工
事

の
中
断
や
水
回
り
設
備
の
材
料

が
入
ら
ず
引
渡
し
が
遅
れ
た
り
、

予
定
し
て
い
た
工
事
が
先
延
ば

し
に
な
っ
た
と
い
う
話
も
聞
い

て
い
ま
す
。

政
府
に
お
い
て
は
感
染
防
止

策
や
資
金
対
策
、
支
援
給
付
金

な
ど
対
応
策
を
打
ち
出
し
て
い

ま
す
。
内
容
が
多
岐
に
わ
た
る

た
め
、
詳
細
は
各
省
庁
や
自
治

体
等
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
確

認
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す

が
、
私
た
ち
に
関
係
す
る
主
な

対
策
を
3
ペ
ー
ジ
に
抜
粋
し
ま

し
た
の
で
参
考
く
だ
さ
い
。

今
、
組
合
で
は
国
保
予
算
確

保
に
向
け
た
ハ
ガ
キ
要
請
行
動

や
年
度
末
の
組
織
拡
大
運
動
を

行
っ
て
い
ま
す
。
訪
問
行
動
や

集
会
が
制
限
さ
れ
る
中
、
分
会

長
さ
ん
や
班
長
さ
ん
を
は
じ
め

皆
様
に
は
大
変
ご
苦
労
を
お
か

け
し
ま
す
が
、
こ
の
窮
状
を
打

開
し
運
動
を
前
進
さ
せ
る
た
め
、

一
層
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

未
だ
終
息
が
見
え
な
い
「
コ

ロ
ナ
危
機
」
を
共
に
乗
り
越
え
、

現
場
の
安
全
と
ご
家
族
の
皆
様

に
お
か
れ
ま
し
て
も
ご
自
愛
頂

き
ま
す
よ
う
お
祈
り
し
ま
す
。

執
行
委
員
長

田
上

一
郎

建設長崎第75回定期大会
開 催 告 示

組合員各位 令和2年5月15日
長崎県建設産業労働組合
執行委員長 田上 一郎

記
組合は規約第22条から第25条に基づき、下記要領で大会を開催致します。

【開催日時】令和2年7月19日㈰ 午前9時受付、午前9時30分開会
午前12時30分閉会予定

【開催場所】長崎新聞文化ホール
【目 的】1年間の組合運動の総括（経過と決算）、新年度の運動方針

と予算、新役員の選出等を審議する最高決議機関として開催
します。

【内 容】1．令和元年度活動経過報告承認の件
1．令和元年度会計決算報告承認の件
1．令和2年度運動方針（案）決定の件
1．令和2年度一般会計予算（案）決定の件
1．令和2年度役員改選に関する件
1．その他の件

代 議 員 立 候 補 告 示
組合規約第22条、大会運営規定第3条に基づき、総数120名（各支部に

選出数割り当て）を選出します。
立候補届受付 ・受付期間 令和2年6月30日㈫ 午後4時迄

（土、日除く）
・受付会場 県下15支部の各支部事務所

尚、立候補者が定数内の場合は、従来通り信任投票を
行わず、立候補者全員無投票当選とします。

立候補制限 組合費等を4ヵ月以上滞納している組合員は除きます。

本 部 役 員 立 候 補 告 示
組合規約第38条、役員選出規定第7条、8条に基づき、本部役員に立候

補する者は所属支部の推薦を受け、原則として大会の2週間前までに選挙
管理委員長に届け出て下さい。

発行●長崎県建設産業労働組合 〒852‐8021 長崎市城山町17番58号 TEL 095‐862‐7121 FAX 095‐862‐5281 http//www.kensetunagasaki.org/ 発行責任者●若杉孝雄 編集人●古井宏樹

May
No.659
2020年5月15日

1部20円 組合員の購読料は組合費に含みます
印刷●㈱昭和堂 TEL 095‐821‐1234

お願い
国保組合に対する特別助成の満額確保に
むけた「ハガキ要請行動」に取り組みます。

宛先：厚生労働省
組合員・ご家族の皆様の直筆でご協力を！

私
達
建
設
職
人
の
命
綱

長
建
国
保
を
守
り
育
成
運
営
の
た
め

仲
間
の
皆
様
の
ご
協
力
を
！

※
全
国
の
仲
間
が
結
集
し
た
中
央

行
動（
衆
議
院
会
館
）。
こ
の
後
各

省
交
渉
と
地
元
議
員
要
請
行
動
へ
。

5

※
全
建
総
連
代
表
団
に
よ
る
厚
労

大
臣
要
請
（
令
和
元
年
十
二
月
）

毎月1回15日発行 2020年（令和2年）5月15日発行建 設 長 崎第659号 （1974年5月30日 第3種郵便物認可）1�
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発注者は、引き渡された工事目的物が種類又は品質に関して契約の内
容に適合しないもの（以下「契約不適合」という。）であるときは、受
注者に対し、書面をもって、目的物の修補又は代替物の引渡しによる
履行の追完を請求することができる。ただし、その履行の追完に過分
の費用を要するときは、発注者は履行の追完を請求することはできな
い。

受注者は、発注者がこの契約に違反したときは、相当の期間を定めて
その履行の催告をし、その期間内に履行がないときは、この契約を解
除することができる。ただし、その期間を経過した時における債務の
不履行がこの契約及び取引上の社会通念に照らして軽微であるときは、
この限りでない。

請負契約で明確に決められた
内容等の施工がされていない
場合。
したがって契約書、仕様書、見
積書、設計図書、打合せメモ
がどのように記載されている
かが、改正民法施行後は大変
重要になる。

一般的な施工水準となってい
ない場合。出来上がったもの
が仕様書やカタログ（双方で
きめた性能や設備、設置個所、
寸法通りかどうか、使用材が
図面に記載された寸法になっ
ているか、省エネや耐震性能
をみたしているか、壁の塗装
色がカタログとおなじかな
ど）と一致しない。

発注者はまず「ちゃんと補修して完
成させてください（履行してくださ
い）」という「追完（修補）請求」を受注
者に行うのが一般的と考えられる。
発注者が、「損害賠償を請求」をした
場合には、受注者自らが、契約不適合
が発生した責任が自分に無いことを
立証することにより責任を免れる。

約款に記載されていないが、
世間一般として守られること
が当たり前な基準が、守られ
ていない。（建築基準法・同
施行令や告示、瑕疵担保保険
会社の設計施工基準、フラッ
ト 35 などの融資を受ける場
合の条件となる設計施工基準
など）

修補要求

発注者は相当の期間を定めて受注者
に修補するよう催告し、期間内に是
正されない場合に、注文者は受注者
に代金減額請求（補修費用相当分等）
をすることができる。なお双方で契
約不適合の補修を望まず代金減額で
合意した場合も可。

代金減額の要求

備えよう！「民法改正」
工事請負対策は必須 3つのポイント

建設業許可に係る「解体工事業」の経過措置の終了について
建設業許可に係る「解体工事業」の技術者要件については、令和3年3月31日までの間、経過措置が設

けられていますが、「解体工事業」の専任技術者について、下記1．の資格区分（アルファベットコード）の場合、
令和3年4月1日以降も引き続き「解体工事業」の許可を継続するためには、技術者要件を満たす必要が
あります。
なお、下記2．の資格区分（アルファベットコード）の場合、令和3年4月1日以降は「解体工事業」の専任
技術者にはなれません。

「解体工事業」の専任技術者不在で許可要件を欠くことがないよう、十分ご注意ください。
また、要件を満たした場合には、長崎県に対し、有資格区分の変更手続きが必要となります。
（変更手続きにより、建設業許可に係る専任技術者の要件を満たします）

1．経過措置終了後も技術者要件を満たせば「解体工事業」の専任技術者となることができるもの
技術者要件

◆左記の資格に加え以下のいずれか
を満たすこと
①合格後、「解体工事」に関する
実務経験1年以上

②登録解体工事講習の受講（★）

合格後、「解体工事」に関する実務
経験3年以上
※Ｈ15年度以前の合格者は1年以上

★登録解体工事講習実施機関（Ｈ31．4．1現在）
○公益社団法人全国解体工事業団体連合会 東京都中央区八丁堀4‐1‐3 電話：03‐3555‐2196
○一般財団法人全国建設研修センター 東京都小平市喜平町2‐1‐2 電話：042‐321‐1634

★登録解体工事試験実施機関（Ｈ31．4．1現在）
○公益社団法人全国解体工事業団体連合会 東京都中央区八丁堀4‐1‐3 電話：03‐3555‐2196

コード
1Ｃ→13
1Ｄ→14
2Ａ→20
2Ｂ→22
4Ａ→41

4Ｂ→42

5Ｂ→57

資格区分
1級土木施工管理技士
2級土木施工管理技士（「土木」のみ）
1級建築施工管理技士
2級建築施工管理技士（「躯体」のみ）
技術士 建設部門又は総合技術監理部門「建設」
技術士 建設「鋼構造及びコンクリート」・

総合技術監理建設「鋼構造及びコンクリート」
2級とび・とび工技能士
（合格後、「とび工事」に関し3年以上の実務経験）
※Ｈ15年度以前の合格者は1年以上

2．経過措置終了後は「解体工事業」の専任技術者となることができないもの
技術者要件

経過措置終了後は解体
工事業の専任技術者に
なれない

コード
1Ａ
1Ｂ
1Ｅ
4Ｃ
4Ｄ
5Ａ
6Ａ
6Ｂ
6Ｃ
7Ａ

資格区分
1級建設機械施工技士
2級建設機械施工技士（第1種～第6種）
2級土木施工管理技士（薬液注入）
技術士 農業「農業土木」・総合技術監理農業「農業土木」
技術士 水産「水産土木」・総合技術監理水産「水産土木」
技術士 森林「森林土木」・総合技術監理森林「森林土木」
地すべり防止工事
技能士（型枠施工）
技能士（ウェルポイント施工）
技能士（コンクリート圧送施工）

Ｈ
27
年
度
迄
の
合
格
者

（1974年5月30日 第3種郵便物認可） 第659号 2�建 設 長 崎毎月1回15日発行 2020年（令和2年）5月15日発行



新型コロナウイルス
各支援策及び現場等における予防対策

①連絡体制の整備

（指揮系統の確立、報告の義務化など）

②発注者との円滑なコミュニケーションを心がける

③ IT 機器の活用（Web会議、遠隔臨場など）

④管轄の公的相談窓口の把握（保健福祉事務所など）

※詳しい相談は各相談窓口へ国・各自治体による主な個人支援策
相談窓口

特別定額給付金
コールセンター
03・5638・5855

持続化給付金事業
コールセンター
0120・115・570

各市町の社会福祉
協議会

日本学生支援機構
奨学金相談セン
ター
0570・666・301

各地の労働基準監
督署か労災保険相
談ダイヤル

健康保険組合や全
国健康保険協会

内容

全国民に所得制限なしで10
万円を給付

売り上げの減った個人事業
主へ最大100万円を給付

最大20万円の生活資金を無
利子で貸し付け

保護者の収入が減少した学
生に授業料減免や給付型奨
学金

通勤途中の感染なら平均賃
金の8割程度を補償

業務外のけがや病気で休ん
だ場合、月給の日額の3分
の2程度を支給

政策

特別定額給付金

持続化給付金

生活福祉資金貸付制度
（緊急小口資金）

高等教育修学支援制度

労災保険の休業補償

健康保険などの傷病
手当金

状況

収入の減少

感染した場合

相談窓口

各地の労働局か
ハローワーク

学校等休業助成
金・支援金等相談
コールセンター
0120・60・3999

各地の
ハローワーク

労働者健康安全機
構の未払賃金立替
払相談コーナー
044・431・8663

各市町の社会福祉
協議会

各市町の当該窓口

内容

企業都合で休む場合に支払
われる休業手当（賃金6割
以上）の一部を助成

子どもの休校により休む場
合の助成金

仕事を探す間に離職前賃金
の一定割合を給付

倒産した勤め先から受け
取っていない未払い賃金と
退職金の8割を給付

最大60万円まで無利子で貸
し付け、事情によっては返
済免除の特例も

家賃を補助（収入減にも対
象を拡大）

政策

雇用調整助成金
（休業手当と関連）

小学校休業等対応支
援金

雇用保険の失業給付

未払賃金立替払制度

生活福祉賃金貸付制度
（総合支援資金）

住居確保給付金

状況

感染していないが
仕事を休まざるを
得なくなった

失業、もしくは失
業に近い場合

持続化給付金（法人、個人事業者）
●持続化給付金とは？
感染症拡大により、売上が前年同月比50％以上減少している事業者の方に、
事業の継続を下支えし、事業全般に広く使える給付金を支給
●給付額（上限額）
法人 200万円 個人事業者 100万円
●給付対象者
⑴2019年以前から事業による事業収入（売上）を得ており、今後も事業継続
する意思があること。
⑵2020年1月以降、新型コロナウイルス感染症拡大の影響等により、前年同
月比で事業収入が50％以上減少した月があること。

●申請方法 電子申請（パソコン、スマホなど）が基本
●申請締切 令和3年1月15日まで
●給付は1回限り
持続化給付金は令和2年分の収入として申告の必要があります
●お問い合わせは
持続化給付金事業コールセンター 0120－115－570

申請の流れ（概略）

①持続化給付金のホームページへアクセス ※「持続化給付金」で検索
②申請ボタンを押して、メールアドレスなどを入力［仮登録］
③入力したメールアドレスにメールが届いていることを確認して、［本登録］へ
④ ID・パスワードを入力すると［マイページ］が作成されます。
基本情報、売上額、口座情報 を入力

⑤必要書類を添付
２０１９年の確定申告書類の控え、売り上げ減少となった月の売上台帳等の写し、
身分証明書の写し（※スマホなどの写真画像でもOK）

現場等における感染症予防対策

↓
申 請
↓

持続化給付金事務局で申請内容を確認
申請に不備があった場合は、メールとマイページへの通知で連絡が入ります

↓
通常２週間程度で、給付通知書を発送／ご登録の口座に入金

①換気の励行（打合せ時、作業時、
休憩時、車内など）

②換気設備の点検実施
③他の人との距離を２m以上に保つ
④休憩時間をずらして部屋の密度を下げる
⑤会議・打合せの内容見直し
（要点をまとめる、手短な挨拶、人数調整）

３密を回避しよう！

①手洗い・うがい・マスク着用の励行
②現場入場前の検温（３７．５℃以上の場合は入場禁止）
③アルコール消毒液の設置と不特定多数が
触れる箇所の定期的な消毒
④作業従事者の健康状態を把握
⑤基本的生活習慣の指導
（喫煙、暴飲暴食、睡眠不足などの見直し）

衛生管理を徹底しよう！

報告・連絡体制を万全にしよう！

毎月1回15日発行 2020年（令和2年）5月15日発行建 設 長 崎第659号 （1974年5月30日 第3種郵便物認可）3�
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建設 太郎建設 太郎

実施中止・予定

中止
現時点では、実施予定ですが、
中止になる可能性があります。
お申込みの際、お伝え頂きます様
宜しくお願い致します。

会場
時津北部コミュニティセンター
諫早市健康福祉センター
平戸文化センター
建設長崎佐世保東支部
佐々町文化会館
建設長崎大村支部
島原市有明総合文化会館
（グリーンウエーブ）
時津北部コミュニティセンター
中里皆瀬地区公民館

巡回健診実施日
6月7日㈰
6月28日㈰
7月12日㈰
7月26日㈰
8月2日㈰
※9月6日㈰

※9月13日㈰

※10月18日㈰
※10月25日㈰

お申込み頂いた方につきましては、国保からご本人様にご連絡差し上げます。

長
建
国
保
だ
よ
り

特定健診のご案内と
受診券を郵送しました
受診券の他に①「特定健診実施機関一
覧表」②「質問票」③「巡回健診申込書」
④「特定健診受診券」を同封しています
ので是非ご覧下さい。

連
日
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

の
感
染
拡
大
が
報
道
さ
れ
る
中
、

医
療
機
関
よ
り
注
意
事
項
と
し
て
、

以
下
①
〜
③
に
該
当
す
る
方
に
限

り
、
人
間
ド
ッ
ク
・
特
定
健
診
の

受
け
入
れ
を
行
う
旨
の
連
絡
が
あ

り
ま
し
た
。

①

受
診
予
定
日
よ
り
最
低
2
週
間
、
長
崎
県
内
に
滞
在

し
て
い
る
方

②

受
診
予
定
日
よ
り
最
低
2
週
間
、
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
疑
い
の
あ
る
症
状
（
風
邪
症
状
・
呼
吸
器
症

状
・
発
熱
な
ど
）
が
な
い
方

③

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
者
あ
る
い
は
疑
い
が
あ
る
方

と
の
濃
厚
接
触
が
疑
わ
れ
な
い
方

①
〜
③
に
該
当
し
な
い
方
は
、
直
接
医
療
機
関
へ
ご
相
談

を
し
て
下
さ
い
。

人間ドックの申込について（お願い）
新型コロナウイルス感染拡大にあたり、人間ドックの
診断項目である肺機能検査・胃内視鏡検査は検査の性質
上飛沫の飛散が多く発生し、感染リスクが伴われるため、
中止している医療機関が一部ございます。よって、医療・
公衆衛生上の観点から当分の間、人間ドックの申込をお
控え頂きますよう、ご協力をお願いいたします。
尚、既に人間ドックの申込をしていただいている方に
つきましては、従来どおり受診予定となっておりますが、
変更がある場合は直接ご本人様へご連絡いたします。
お手数をおかけしますが、ご協力の程よろしくお願い
いたします。巡回健診の日程について

先にお知らせしております巡回健診の日程につきまして、コロナウイルスの
感染拡大防止のため、下記のとおり一部日程を中止とさせていただきます。ま
た、後半の日程（※）は、現時点では実施予定にしておりますが、状況次第で
は中止となる可能性がございます。

旧被保険者証の返却について
新型コロナウイルスの感染拡大防止のため、令和2年3月に被
保険者証を郵送させていただきました。旧被保険者証を所属支部
に返却していただくようお願いしておりますが、次表①～⑥に該
当される方は所定の届出、または書類の提出が必要となります。
所属支部には毎年配布しております常備薬セットをご用意して
おりますので7月末までには旧被保険者証の返還、諸手続等で所
属支部に来所していただきますようお願いいたします。

柔
道
整
復
師
（
整
骨
院
・
接
骨
院
）
の
施
術
を
受
け
る
皆
様
へ

対
象
と
な
る
負
傷

医
師
や
柔
道
整
復
師
の
診
断
又
は
判
断
に
よ
り
、
急
性
又
は
亜
急
性
の
外
傷
性
の
骨
折
、

脱
臼
、
打
撲
及
び
捻
挫
で
、
内
科
的
原
因
に
よ
る
疾
患
で
は
な
い
も
の

健
康
保
険
が
使
え
る
場
合

医
師
や
柔
道
整
復
師
の
診
断
又

は
判
断
等
に
よ
り
健
康
保
険
等

の
対
象
に
な
ら
な
い
も
の
の
例

●
医
師
や
柔
道
整
復
師
に
、
骨
折
、
脱
臼
、

打
撲
及
び
捻
挫
等
（
い
わ
ゆ
る
肉
ば
な
れ

を
含
む
。）
と
診
断
又
は
判
断
さ
れ
、
施

術
を
受
け
た
と
き
。（
骨
折
及
び
脱
臼
に

つ
い
て
は
、
応
急
手
当
を
す
る
場
合
を
除

き
、
あ
ら
か
じ
め
医
師
の
同
意
を
得
る
こ

と
が
必
要
で
す
。）

●
骨
・
筋
肉
・
関
節
の
ケ
ガ
や
痛
み
で
、

そ
の
負
傷
原
因
が
は
っ
き
り
し
て
い
る
と

き
。

【
主
な
負
傷
例
】

日
常
生
活
や
ス
ポ
ー
ツ
中
に
転
ん
で
膝

を
打
っ
た
り
、
足
首
を
捻
っ
た
り
し
て
急

に
痛
み
が
で
た
と
き
な
ど
。

●
単
な
る
（
疲
労
性
・
慢
性
的
な
要
因
か

ら
く
る
）
肩
こ
り
や
筋
肉
疲
労
。

●
脳
疾
患
後
遺
症
な
ど
の
慢
性
病
や
症
状

の
改
善
の
み
ら
れ
な
い
長
期
の
施
術
。

●
保
険
医
療
機
関（
病
院
、診
療
所
な
ど
）

で
同
じ
負
傷
等
の
治
療
中
の
も
の
。

●
労
災
保
険
が
適
用
と
な
る
仕
事
中
や
通

勤
途
上
で
の
負
傷
。

治
療
を
受
け
る
と
き
の
注
意
点

●
負
傷
原
因
が
労
働
災
害
に
該
当
す
る
場
合
又
は
、
通
勤
途
上
に
お
き
た
負
傷
は
健
康
保
険

等
は
使
え
ま
せ
ん
。
ま
た
、
交
通
事
故
等
に
よ
る
第
三
者
行
為
に
該
当
す
る
場
合
は
組
合
へ

連
絡
し
て
下
さ
い
。

●
療
養
費
は
、
本
来
「
償
還
払
い
」
が
原
則
で
す
が
、
柔
道
整
復
に
つ
い
て
は
、
例
外
的
な

取
扱
い
と
し
て
、
患
者
が
自
己
負
担
分
を
柔
道
整
復
師
に
支
払
い
、
柔
道
整
復
師
が
患
者
に

代
わ
っ
て
残
り
の
費
用
を
保
険
者
に
請
求
す
る
「
受
領
委
任
」
と
い
う
方
法
が
認
め
ら
れ
て

い
ま
す
。
こ
の
た
め
、
多
く
の
整
骨
院
等
の
窓
口
で
は
、
病
院
・
診
療
所
に
か
か
っ
た
と
き

と
同
じ
よ
う
に
自
己
負
担
分
の
み
支
払
う
こ
と
に
よ
り
、
施
術
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

●
「
受
領
委
任
」
の
施
術
を
受
け
た
と
き
に
は
、
柔
道
整
復
施
術
療
養
費
支
給
申
請
書
の
受

取
代
理
人
欄
（
住
所
、
氏
名
、
委
任
年
月
日
）
に
患
者
の
署
名
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
受
取

代
理
人
の
欄
へ
の
署
名
は
、
傷
病
名
・
日
数
・
金
額
を
よ
く
確
認
し
署
名
し
て
下
さ
い
。
よ

く
確
認
を
せ
ず
、
受
取
代
理
人
の
欄
に
署
名
す
る
こ
と
は
、
間
違
い
に
つ
な
が
る
お
そ
れ
が

あ
り
ま
す
の
で
注
意
し
て
下
さ
い
。

●
施
術
が
長
期
に
わ
た
る
場
合
は
、
内
科
的
要
因
も
考
え
ら
れ
ま
す
の
で
、
医
師
の
診
察
を

受
け
ま
し
ょ
う
。

●
施
術
を
受
け
た
際
、
窓
口
支
払
い
の
領
収
証
が
発
行
さ
れ
ま
す
。
医
療
費
控
除
を
受
け
る

際
に
必
要
に
な
り
ま
す
の
で
、
大
切
に
保
管
し
ま
し
ょ
う
。

※
治
療
内
容
に
つ
い
て
お
尋
ね
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

柔
道
整
復
師
の
施
術
に
要
し
た
費
用（
療
養
費
）は
、
被
保
険
者
皆
様
の
保
険
料
か
ら
支
払

わ
れ
ま
す
。
皆
様
が
健
康
保
険
の
適
用
範
囲
を
正
し
く
理
解
し
適
切
に
受
診
す
る
こ
と
が
医

療
費
の
適
正
化
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

ま
た
、
適
切
に
請
求
等
が
行
わ
れ
て
い
る
か
、
請
求
内
容
等
に
誤
り
が
な
い
か
確
認
す
る

た
め
、
施
術
を
受
け
た
方
に
照
会
さ
せ
て
い
た
だ
く
場
合
が
あ
り
ま
す
。
施
術
を
受
け
た
時

は
、
負
傷
部
位
、
施
術
内
容
、
施
術
日
等
の
記
録
・
領
収
証
な
ど
保
管
い
た
だ
き
照
会
の
際

に
は
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

提出いただく書類等
収入等がわかる書類
（その方の源泉徴収票の写しなど）
※郵送済の更新案内書をご参照下
さい。
※『配偶者特別控除』に該当され
る方も書類により確認させてい
ただきます。

学生証の写し、または在学証明書
※印鑑をご持参下さい。

施設入所等証明書
※印鑑をご持参下さい。

当組合の被保険者証
※印鑑をご持参下さい。

当組合の被保険者証と就職先の健
康保険証の写し
※印鑑をご持参下さい。
当組合の被保険者証と住民票謄本
※印鑑をご持参下さい。

該当事項

扶養家族（家族被保険者）で、組合
員の令和1年分確定申告書内で『配
偶者控除』や『扶養控除』に該当し
ていない方
（『配偶者控除』・『扶養控除』該当
の方は書類不要です。）

組合員世帯の居住地を離れて大学等
に就学、または新たに居住地を離れ
て大学等に進学する方
組合員世帯の居住地を離れて施設等
に入所している方、または新たに入
所する方
②・③以外の理由で居住地を離れる
方
※転入先の国民健康保険に該当しま
す。

就職し健康保険証の交付を受ける方

被保険者証記載の住所、氏名に変更
があった方

①

②

③

④

⑤

⑥

保険料（賦課区分）の変更申請 忘れていませんか ??

近年、現場で建設業許可の必要性が高まり、取得されている方々が増えています。
また、高齢の為、廃業届を提出されている方も見受けられます。
長建国保では…
1．建設業等許可事業主になった場合
2．建設業等許可事業主ではなくなった場合
3．事業（請負等）をしなくなった場合
保険料の賦課区分が変更になります。
★建設業許可の取得や、廃業等あった場合は、所属支部までご連絡下さい。
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